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　２月24日、令和８年３月吉野川市議会定例会開会日、原井市長は令和７年度のこれまでの成果と今後の
市政運営方針についてその所信を表明しました。要旨の一部を掲載します。全文につきましては市ホーム
ページをご確認ください。
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市
政
の
動
き

●
令
和
８
年
度
当
初
予
算
案

　
令
和
８
年
度
当
初
予
算
は
、
ご

み
処
理
施
設
の
完
成
を
ひ
と
つ
の

区
切
り
と
し
て
、
本
市
が
持
続
可

能
な
発
展
を
続
け
る
た
め
、
人
口

規
模
に
見
合
っ
た
予
算
規
模
を
意

識
し
編
成
し
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
や

自
然
災
害
に
対
応
し
た
防
災
・
減

災
対
策
の
強
化
、
少
子
化
対
策
な

ど
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｅ

Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立

案
）
の
も
と
、
実
質
的
な
効
果
の

検
証
を
行
い
な
が
ら
、
限
り
あ
る

財
源
を
適
正
か
つ
効
果
的
に
配
分

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
庫
補
助
事
業
の
一
部

を
３
月
補
正
に
前
倒
し
し
た
結

果
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予

算
の
総
額
は
２
０
７
億
５
０
０
０ 

万
円
、
対
前
年
度
比
６
億
１
５ 

０
０
万
円
減
、
率
に
し
て
2.9
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
事
務
事
業
の
さ

ら
な
る
見
直
し
を
含
め
、
行

財
政
改
革
を
着
実
に
進
め
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
市
政
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

（
本
号
６
～
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

子
育
て
・
教
育
の

　
　
　
満
足
度
向
上

●‌�

子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費

助
成
事
業（
完
全
無
償
化
）

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
子
ど

も
は
ぐ
く
み
医
療
費
助
成
事

業
の
対
象
年
齢
が
18
歳
ま
で

に
拡
大
さ
れ
、
入
院
に
か
か

る
医
療
費
の
自
己
負
担
金
が

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
の
18

歳
ま
で
の
医
療
費
自
己
負
担

は
、
通
院
に
か
か
る
医
療
費

の
う
ち
一
医
療
機
関
あ
た
り

月
額
上
限
６
０
０
円
の
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
本
年
10
月

診
療
分
か
ら
は
こ
の
６
０
０

円
の
自
己
負
担
金
も
廃
止

し
、
完
全
無
償
化
を
開
始
し

ま
す
。

　
こ
の
変
更
を
通
じ
て
、
経

済
状
況
に
関
わ
ら
ず
子
ど
も

が
必
要
な
医
療
を
速
や
か
に
受
け

ら
れ
る
環
境
が
さ
ら
に
整
い
、
子

ど
も
の
権
利
擁
護
と
福
祉
向
上
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

　
本
市
で
は
、
本
年
２
月
分
お
よ

び
３
月
分
の
小
中
学
校
の
給
食
費

を
無
償
と
し
ま
し
た
が
、
近
年
の

物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
令
和
８
年
度
に
お
い
て
も
小

中
学
校
の
給
食
費
を
引
き
続
き
無

償
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
や

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
自
ら
昼

食
を
準
備
し
て
い
る
児
童
生
徒

や
、
吉
野
川
市
立
以
外
の
小
中
学

校
に
在
籍
し
給
食
費
を
負
担
し
て

い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
す

る
給
食
費
相
当
額
の
補
助
金
に
つ

い
て
も
、継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

給
食
費
の
無
償
化
に
よ
り
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
等
し
く
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

（
本
号
５
ペ
ー
ジ

参
照
）

●
学
校
屋
内
運
動
場

　

空
調
整
備
事
業

　
市
内
全
て
の
小
中
学
校
の
屋
内

運
動
場
へ
空
調
設
備
を
順
次
整
備

し
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
は
、
鴨
島
第
一
中

学
校
お
よ
び
川
島
中
学
校
の
整
備

工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
令
和
９

年
度
に
工
事
を
予
定
し
て
い
る
鴨

島
東
中
学
校
お
よ
び
山
川
中
学
校

の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
整
備
に
よ
り
、
児
童

生
徒
の
教
育
環
境
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
避

難
所
機
能
の
強
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
中
学
校
統
合
に
係
る
事
業

　
令
和
９
年
４
月
に
予
定
し
て
い

る
鴨
島
東
中
学
校
と
鴨
島
第
一
中

学
校
の
統
合
に
あ
た
り
、
統
合
後

に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
教
室
を
確

保
す
る
た
め
、
空
き
教
室
の
改
修

を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、
学
習
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
天
井
・
内
壁
お
よ
び

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
改
修
を
実
施
し

ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
校
歌
や
校
章
の

制
作
、
学
校
名
変
更
に
伴
う
各
種

調
整
に
つ
い
て
も
遅
滞
な
く
進
め
、

生
徒
が
円
滑
に
新
た
な
学
校
生
活

を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
入
念
な
準
備
に
努
め
ま
す
。

（
本
号
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

暮
ら
し
・
福
祉
の

　
　
　
満
足
度
向
上

●
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費

　

助
成
事
業

　

加
齢
に
よ
る
聴
力
低
下
に
よ

り
、
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
高

齢
者
の
方
が
補
聴
器
を
購
入
す
る

際
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　
65
歳
以
上
で
聴
力
に
不
安
が
あ

る
方
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
で
検
査
を

受
け
、
両
耳
の
平
均
聴
力
が
40
～

70
デ
シ
ベ
ル
未
満
と
診
断
さ
れ
た

場
合
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
本
号
10
ペ
ー
ジ
参
照
）

●
認
知
症
予
防
啓
発
事
業

　
認
知
症
を
「
自
分
ご
と
」
と
し

て
捉
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
ゲ
ー
ム
感
覚

で
認
知
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
認
知
機
能

の
維
持
・
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

吉野川市の未来へ

このまちに生まれてよかった、
　　　住んでよかった、安心・安全なまちづくり

市政運営方針

　

今
後
は
、
市
の
介
護
予
防
教

室
な
ど
で
体
験
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め

ま
す
。

移
住
定
住
・
に
ぎ
わ
い

創
出
の
魅
力
度
向
上

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　
現
在
、
本
市
で
は
12
名
の
隊
員

が
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野

で
活
動
し
て
お
り
、
２
年
連
続
で

県
内
最
多
の
隊
員
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
引
き
続
き
隊
員
の
募
集
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や

ス
キ
ル
を
生
か
し
、
斬
新
な
視
点

で
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
展
開

で
き
る
よ
う
支
援
し
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

成
長
す
る

　
産
業
づ
く
り
の
拡
大

●‌�

企
業
誘
致
（
企
業
立
地
促
進
条

例
の
指
定
要
件
の
見
直
し
等
）

　
「
徳
島
バ
ッ
テ
リ
ー
バ
レ
イ
構

想
」と
い
う
大
き
な
潮
流
を
捉
え
、

本
市
へ
の
企
業
立
地
を
強
力
に
後

押
し
す
る
た
め
、
企
業
立
地
促
進

条
例
の
改
正
案
を
提
出
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
企
業
の
用
地
取
得
を
支

援
す
る
た
め
、
最
大
１
億
円
を
上

限
と
す
る「
用
地
取
得
費
補
助
金
」

を
創
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
初

期
投
資
の
負
担
を
軽
減
し
、
多
く

の
企
業
に
本
市
を
進
出
先
と
し
て

選
択
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を
整

備
し
ま
す
。
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